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～現
い

在
ま

の和歌山市から 江
むかし

戸の和歌山市を知る～紀州徳川家入国 400 年

和歌山城 リアル謎解きゲーム第２弾

▪日程／ 10 月 19 日土～ 11 月 24 日日
▪場所／市立博物館、県立博物館

▪内容／頼宣の父・家康か
ら譲り受けた遺産や、頼宣
やゆかりの人物の所用品な
どを展示。　
▪費用／【市立博物館】 一
般 500 円　【 県 立 博 物 館 】

一般 830 円・大学生 520 円
※いずれも高校生以下無料。
関連行事は 19 ページへ掲載

徳川家入国 400 年記念特別展
徳川頼宣と紀伊徳川家の名宝

ＶＲ体験アプリを利用したリアル謎解き
ゲームの第２弾「紀州徳川家の礎を築いた
徳川頼宣の治世」 。和歌山城にて開催中！

▪期間 / 令和 2 年３
月 15 日日までの９
時～ 17 時
▪場所 / 和歌山城周
辺（受付：15 時まで
にわかやま歴史館）

紀州徳川家の参勤交代

▪日時 /11 月２日土～
12 月８日日
▪場所 / わかやま歴史館
▪内容 / 江戸と和歌山を
旅した行列の様子や行程
を描いた図、旅行道具な
どを展示　
▪費用 /100 円（中学生
以下無料）

Ｑ 

な
ぜ
紀
州
に
徳
川
家
が
入
国
し
た
の
で

す
か
？

Ａ 

江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
が

1616
年
に

亡
く
な
り
、
子
の
秀
忠
が
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。

秀
忠
は
家
康
ほ
ど
の
カ
リ
ス
マ
性
を
持
た
な

か
っ
た
の
で
、
幕
府
の
権
力
基
盤
を
ゆ
る
ぎ

な
い
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
西
日
本
の
支
配

を
強
化
す
る
た
め
、
幕
府
が
管
理
す
る
大
坂

城
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
周
辺
に
徳
川
家
の

一
族
や
昔
か
ら
の
家
臣
を
配
置
し
ま
し
た
。

紀
州
は
大
坂
か
ら
近
く
、
海
上
交
通
の
要
衝

で
も
あ
っ
た
の
で
、
秀
忠
の
弟
で
あ
る
徳
川

頼
宣
を
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

Ｑ 

江む
か
し戸
の
和
歌
山
市
を
身
近
に
感
じ
る
も

の
は
何
か
残
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ 

城
下
町
の
町
名
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
今

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代

初
期
か
ら
鍛か

冶じ

屋や

町ま
ち

や
米こ

め

屋や

町ま
ち

な
ど
同
じ
職

種
・
業
種
の
職
人
や
商
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

住
ん
で
い
た
こ
と
や
、
仲

ち
ゅ
う

間げ
ん

町ま
ち

や
田た

辺な
べ

丁ち
ょ
うな

ど
武
士
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
町

名
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

本ほ
ん

町ま
ち

や
広ひ

ろ

瀬せ

通
と
お
り

丁ち
ょ
うな
ど
城
下
町
の
建
設
時

に
つ
け
ら
れ
た
町
名
も
あ
り
ま
す
。
鷺さ

ぎ

ノ

森も
り

、
湊

み
な
と

、
岡お

か

な

ど
の
地
名
は
江

戸
時
代
以
前
に

さ
か
の
ぼ
る
古

い
地
名
で
す
。

消
失
し
た
町
名

が
一
部
あ
り
ま

す
が
、
目
に
見
え

な
い
町
名
も
文
化
財
と
し
て
大
切
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

Ｑ 

紀
州
徳
川
家
は
、
現
在
も
続
い
て
い
る

の
で
す
か
？

Ａ 

紀
州
徳
川
家
は
、
江
戸
時
代
が
終
わ
る

と
和
歌
山
を
離
れ
て
東
京
へ
移
住
し
ま
し
た

が
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
当
主

は
19
代
の
徳
川
宜こ

と

子こ

氏
で
す
。
今
年
徳
川
家

の
紀
州
入
国
か
ら
400
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記

念
し
て
、
11
月
に
宜
子
氏
を
和
歌
山
に
お
招

き
し
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
初
代
頼
宣
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
10
月
19
日

（土）

～
11
月
24
日

（日）
に
市
立
博
物
館
と
県
立
博
物

館
で
、
特
別
展
「
徳
川
頼
宣
と
紀
伊
徳
川
家

の
名
宝
」
を
開
催
し
ま
す
（
※
詳
細
は
左
上

参
照
）。
両
館
で
同
時
開
催
す
る
大
々
的
な

展
示
は
初
め
て
の
試
み
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問市立博物館☎ 423-0003、県立博物館☎ 436-8670

　テレビ和歌山特別番
組の撮影に合わせ、時
代劇ドラマで徳川吉宗
を長年演じた俳優の松
平健さんが和歌山市を
訪れました。松平さん
が語り手となり、紀州
藩初代藩主・徳川頼宣
の足跡をたどります。
▪放送日時 /10 月 20
日日 20 時～（54 分）
▪放送テレビ局 / テレ
ビ和歌山（５ch）ほか

平健氏が来和松
徳川家入城 400 年特別番組「南海の鎮」を撮影

Ｑ 

初
代
藩
主
の
徳
川
頼
宣
は
ど
う
い
う
人

で
し
た
か
？

Ａ 

頼
宣
は
徳
川
家
康
の
10
男
で
、
の
ち
に
将

軍
に
な
る
徳
川
吉
宗
の
祖
父
で
す
。
文
武
両

道
で
、
領
民
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
頼
宣
が
領
民
に
与
え

た
父
母
状
で
は
、
父
母
へ
の
孝
行
や
法
律
を

守
る
こ
と
、
慎
み
深
く
生
き
る
こ
と
、
正
直

で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。

頼
宣
は
領
民
を
抑
圧
的
に
支
配
す
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
教
育
す
る
こ
と
で
領
民
の
自

立
を
促
し
、
紀
州
を

豊
か
な
国
に
し
よ

う
と
し
た
の
で
す
。

わしらが過ごした町の
町名が今も残って
いるではないか！

令和の時代も
楽しく暮らしてい
るかしら？

　
今
か
ら
400
年
前
の

1619
（
元
和
五
）
年
、
徳
川
家
康
の
10
男
で
あ
る
頼
宣
が
紀
州
へ
入
国

し
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
は
入
国
400
年
に
あ
た
る
節
目
の
年
に
ち
な
み
、
初
代
藩
主
の
頼

宣
や
紀
州
徳
川
家
の
歴
史
、
現い

在ま

も
な
お
続
く
和
歌
山
市
の
地
名
に
つ
い
て
、
市
立
博
物

館
の
学
芸
員
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

徳川頼宣肖像

和歌山県指定文化財

「海
え

老
び

蒔
まき

絵
え

鞍
くら

」
（紀州東照宮蔵）

紀州徳川家の歴史を学べる　わかやま歴史館

和歌山城内の一角（一番丁三番地）にある「わかやま歴史館」。紀州徳川家をはじめ
和歌山城や郷土の人物についての展示室、観光案内所、土産品センターがあります。 

「南
なん

海
かい

之
の

鎮
しずめ

」の文字が刻まれ
た獅子の金印。「南海之鎮」
とは南海地域を治める役目
として、紀州徳川家に伝わ
る言葉の意味。

問和歌山城整備企画課☎ 435-1044

鷺ノ森遺跡から見つかっ

た江戸時代の徳利。今も

ある「元
もと

博
ばく

労
ろう

町
まち

」の地名

が記載されており、当時

から同じ地名が使われて

いたことが分かります。
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11 月 23 日㈯
徳川宜子氏記念講演会

紀州徳川家入国 400
年の記念の年に和歌
山にお招きいただき
嬉しく思います。
当日を楽しみにして
おります。

紀州徳川家 19 代当主　徳川宜子氏

　上記特別展にあわせ、紀州徳川家 19 代当
主の徳川宜子氏の記念講演会を開催します。

イメージ

プログラム①
『南紀徳川史』に基づく紀州藩に仕えた人々の再現

プログラム②
徳川家関係行列図に基づく和歌山城の大名行列の再現

「和歌山市の文化財を活かした歴史体感プログラ
ム事業」が、文化庁の「Living History（生きた歴
史体感プログラム）促進事業」に採択されました。

特集

問文化振興課☎ 435-1194

Living History( 生きた歴史体感プログラム ) は、
歴史的な出来事や当時の生活を再現すること
で、文化財の付加価値を高める事業のこと。


